
一般質問｜要点資料 令和5年9月定例会

日田市総合的な子ども支援拠点
相談を支援へ、現場の気づきを制度へつなぐ仕組み

施設を先に造るのではなく、身近な相談から必要な支援へつなぎ、
制度のはざまを組織で受け止める仕組みを整える。

支援がつながる流れ

1  困りごと

支援につながれて
いない家庭

2  身近な相談

時間・心理・経済面に
配慮して相談を受ける

3  必要な支援

教育・福祉・保健を
切れ目なくつなぐ

4  制度へ反映

現場で見えた制度の
はざまを組織が受け止める

問題・質問・市の答え

問題

教育・福祉・保健が分かれ、所管や制度の
はざまに落ちる課題がある。困りを抱える
家庭ほど、既存支援につながれていない。

質問

総合的な子ども支援拠点には、どのような
役割が必要か。子ども総合局をなぜ設け、
両者をどう関連づけるのか。

市の答え

ハード整備より相談体制などソフト面を優
先。支援拠点は相談と接続、総合局は制度
不足を受け止める組織として検討する。

最重要の到達点 相談を受ける現場と、制度をつくる組織をつなぐ

議事から整理できる方針・未定・今後

示された方針 施設整備を先行せず、まず相談体制などソフト面を充実させる。

役割の整理 支援拠点＝相談・支援への接続／総合局＝制度のはざまを受け止める組織。

未定・検討中 教育委員会との権限関係を踏まえた組織形態は、先進事例も参考に検討。

今後の確認 相談しやすさ、実際の支援接続、現場の課題が制度改善へ戻る流れを確認する。
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